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第
3
期
教
育
振
興
基
本
計

画
で
は
5
つ
の
基
本
的
な
方

針
と
21
の
教
育
目
標
が
示
さ

れ
た
。
基
本
的
な
方
針
は
次

の
5
つ
。▼
夢
と
志
を
持
ち
、

可
能
性
に
挑
戦
す
る
た
め
に

必
要
と
な
る
力
を
育
成
す
る

▼
社
会
の
持
続
的
な
発
展

を
牽
引
す
る
た
め
の
多
様
な

力
を
育
成
す
る

▼
生
涯
学

び
、
活
躍
で
き
る
環
境
を
整

え
る

▼
誰
も
が
社
会
の
担

い
手
と
な
る
た
め
の
学
び
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
構
築

す
る

▼
教
育
政
策
推
進
の

た
め
の
基
盤
を
整
備
す
る

21
の
教
育
目
標
に
は
測
定

指
標
や
参
考
指
標
例
、
施
策

例
も
明
記
し
た
。

目
標
（
17
）
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活

用
の
た
め
の
基
盤
の
整
備
に

つ
い
て
の
測
定
指
標
は
次
の

5
項
目
だ
。
▽
教
員
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
指
導
力
の
改
善

▽

学
習
者
用
Ｐ
Ｃ
3
ク
ラ
ス
に

1
ク
ラ
ス
分
程
度
整
備

▽

普
通
教
室
お
け
る
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
1
0
0
％
整
備

▽
超
高

速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
1
0
0

％
整
備

▽
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
教
育
を
実
施
す
る
大
学

の
割
合
の
改
善

本
目
標
で
は
「
児
童
生
徒

の
情
報
活
用
能
力
」
「
校
務

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
よ
る
教
職
員

の
業
務
負
担
軽
減
の
効
果
」

も
参
考
指
標
と
す
る
。

各
教
科
等
の
指
導
に
お
け

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
つ
い
て
も

促
進
。
主
体
的
・
対
話
的
で

深
い
学
び
の
視
点
か
ら
の
授

業
改
善
に
向
け
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
の
普
及
や
遠
隔
教
育
の
推

進
、
障
害
に
応
じ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
に
よ
る
情
報
保
障
等
を

目
指
す
。

学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
に
つ

い
て
は
「
必
要
な
と
き
に
、

児
童
生
徒
1
人
1
台
の
学
習

者
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
環
境
で

授
業
が
行
う
こ
と
が
で
き
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
」
を
求
め

て
い
る
。

情
報
活
用
能
力
に
つ
い
て

は
、
放
課
後
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
を
含
む
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
関
す

る
継
続
的
・
発
展
的
な
学
習

機
会
の
提
供
を
促
す
こ
と
と

し
て
い
る
。

質
の
高
い
学
び
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
学
校
教
育
に

お
い
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備

等
に
加
え
「
教
材
、
学
校
図

書
館
の
整
備
の
充
実
を
図

る
」
こ
と
と
し
て
い
る
。

専
科
指
導
を

小
学
校
で
充
実

新
た
な
課
題
に
対
応
で
き

る
人
材
育
成
に
向
け
た
教
育

政
策
推
進
の
た
め
に
は
、
指

導
体
制
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
の

促
進
な
ど
が
必
要
で
あ
る
こ

と
に
も
言
及
。
次
世
代
の
学

校
教
育
実
現
の
た
め
に
は
教

職
員
の
在
り
方
に
か
か
っ
て

い
る
こ
と
、
社
会
に
開
か
れ

た
教
育
課
程
実
現
等
の
た
め

に
は
、
小
学
校
に
お
い
て
専

科
指
導
を
始
め
と
す
る
指
導

体
制
の
整
備
が
必
要
と
し
て

い
る
。

文
部
科
学
省
中
央
教
育
審
議
会
は
3
月
8
日
、
今
後
の
教
育
政
策
の
方
向
性

を
ま
と
め
た
「
第
3
期
教
育
振
興
基
本
計
画
に
つ
い
て
」
（
答
申
）
を
公
表
し

た
。
答
申
で
は
「
教
育
へ
の
投
資
は
個
人
及
び
社
会
の
発
展
の
礎
と
な
る
未
来

へ
の
投
資
」
「
必
要
な
教
育
投
資
は
、
学
習
者
本
人
の
み
な
ら
ず
社
会
全
体
で

確
保
す
る
こ
と
が
必
要
」
「
新
た
な
時
代
に
お
け
る
教
育
の
全
体
像
を
現
段
階

で
明
確
に
描
く
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
こ
そ
、
将
来
の
在
り
方
を
創
造
し
て
い

く
た
め
の
取
組
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
」
と
し
て
い
る
。

ニ
コ
ニ
コ
生
放
送

開
発
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
講
師

近
畿
大
学
は
、ド
ワ
ン
ゴ
、

角
川
ド
ワ
ン
ゴ
学
園
「
Ｎ
高

等
学
校
」
と
平
成
29
年
11
月

に
包
括
連
携
協
定
を
締
結

し
、
互
い
の
強
み
を
生
か
し

た
教
育
研
究
の
振
興
や
人
材

育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

第
一
弾
と
し
て
今
年
2
月

5
〜
9
日
、
近
畿
大
学
東
大

阪
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、

同
大
学
の
学
生
を
対
象
に
し

た
課
外
講
座
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
ブ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
」
を

開
催
し
た
。
講
師
を
務
め
た

の
は
、
ド
ワ
ン
ゴ
の
サ
ー
ビ

ス
「
ニ
コ
ニ
コ
生
放
送
」
の

開
発
に
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て

携
わ
り
、
Ｎ
高
の
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
授
業
の
講
師
も
務
め

る
吉
村
総
一
郎
氏
と
折
原
ダ

ビ
デ
竜
氏
の
2
人
。

5
日
間
で
未
経
験
者
が

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
を
開
発

Ｎ
高
が
公
開
し
て
い
る

「
Ｎ
高
ブ
ロ
グ
」
で
も
、
今

回
の
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ブ

ー
ト
キ
ャ
ン
プ
」
の
様
子
を

紹
介
し
て
い
る
。

参
加
し
た
の
は
、
こ
れ
ま

で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
触
れ

た
こ
と
の
な
い
近
畿
大
学
の

学
生
37
人
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
言
語
で
あ
る
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
、

Ｊ
ａ
ｖ
ａ
Ｓ
ｃ
ｒ
ｉ
ｐ
ｔ
、

Ｃ
Ｓ
Ｓ
の
文
法
を
ゼ
ロ
か
ら

学
び
、
Ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｃ
ａ
（
ア

プ
リ
開
発
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
）
を
利
用
し
て
、
ｉ
Ｐ
ｈ

ｏ
ｎ
ｅ
や
Ａ
ｎ
ｄ
ｒ
ｏ
ｉ
ｄ

向
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
マ
ホ

ア
プ
リ
を
開
発
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
前
半
の
3
日
間

は
、Ｊ
ａ
ｖ
ａ
Ｓ
ｃ
ｒ
ｉ
ｐ

ｔ
の
学
習
や
演
習
課
題
に
取

り
組
み
、
ｉ
ｆ
文
、
ｆ
ｏ
ｒ

文
、
配
列
や
関
数
、
オ
ブ
ジ

ェ
ク
ト
を
学
ん
だ
。
後
半
2

日
間
は
、
学
習
し
た
内
容
を

活
か
し
て
、
ス
マ
ホ
ア
プ
リ

の
開
発
に
挑
戦
。
Ｎ
高
で
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
教
え
て
い

る
Ｔ
Ａ
（
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ア

シ
ス
タ
ン
ト
）
3
人
が
参
加

者
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。

自
由
な
発
想
で

ユ
ニ
ー
ク
ア
プ
リ

参
加
し
た
学
生
た
ち
は
初

心
者
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自

由
な
発
想
で
、
次
の
よ
う
な

ユ
ニ
ー
ク
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア

プ
リ
を
開
発
し
た
。
▽
合
コ

ン
で
の
話
題
を
提
供
す
る
ア

プ
リ
▽
ス
ロ
ッ
ト
ア
プ
リ
▽

実
験
用
の
モ
ル
計
算
を
行
う

ア
プ
リ
▽
音
ゲ
ー
ア
プ
リ
▽

カ
ク
テ
ル
辞
典
ア
プ
リ
▽
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
ア
プ

リ
▽
オ
ス
ス
メ
の
ラ
ン
チ
判

定
ア
プ
リ
▽
動
体
視
力
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
ア
プ
リ
▽
旅
行
先

決
定
ア
プ
リ
▽
合
コ
ン
の
席

決
め
ア
プ
リ
▽
シ
ャ
ー
ペ
ン

の
芯
を
出
す
ア
プ
リ

こ
の
ほ
か
各
種
バ
ラ
エ
テ

ィ
に
富
む
ア
プ
リ
が
開
発
さ

れ
た
。参
加
者
の
多
く
は「
自

分
で
作
っ
た
ア
プ
リ
が
動
い

て
、
と
て
も
感
動
し
た
」
と

の
感
想
を
持
っ
た
と
い
う
。

今
回
の
キ
ャ
ン
プ
参
加
を
き

っ
か
け
に
、
Ｎ
予
備
校
（
ド

ワ
ン
ゴ
が
提
供
し
て
い
る
ｅ

ラ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
。
生

放
送
授
業
や
教
材
が
ス
マ
ホ

に
最
適
化
さ
れ
て
い
る
）
の

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ー
ス
を

利
用
し
て
、
今
後
さ
ら
に
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
学
ん
で
み

た
い
と
考
え
る
学
生
も
多
く

い
た
よ
う
だ
。

ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
や
ス
マ

ホ
な
ど
の
普
及
に
よ
っ
て
、

Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
が
一
層
身
近

に
な
っ
た
今
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
の
技
術
や
知
識
な
ど
の

情
報
活
用
能
力
は
、
様
々
な

仕
事
と
密
接
な
関
係
を
持
つ

よ
う
に
な
っ
た
。
今
回
の
よ

う
な
取
組
を
通
じ
て
、
学
生

が
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
知
識

や
経
験
を
持
つ
こ
と
は
、
様

々
な
可
能
性
の
拡
大
に
つ
な

が
り
そ
う
だ
。（
蓬
田
修
一
）

3
月
9
・
10
日
、
「
新
学

習
指
導
要
領
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
」
を

テ
ー
マ
に
、
東
京
都
内
で
平

成
29
年
度
「
教
育
の
情
報
化

推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催

さ
れ
た
。
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
開

会
前
に
は
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
夢
コ
ン

テ
ス
ト
」の
表
彰
が
行
わ
れ
、

2
日
間
に
わ
た
り
受
賞
者
は

事
例
報
告
を
発
表
。
本
年
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
夢
コ
ン
テ
ス
ト
応
募

総
数
は
2
8
7
件
。
3
回
の

審
査
を
経
て
各
賞
9
件
、
優

良
賞
16
件
、
新
人
賞
5
件
の

全
30
件
が
受
賞
し
た
。

当
日
は
情
報
モ
ラ
ル
教
育

や
教
員
の
働
き
方
改
革
、
2

0
2
0
年
に
向
け
た
教
育
Ｉ

Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
、
社
会
に
出

て
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力

な
ど
の
各
種
テ
ー
マ
で
講
演

が
行
わ
れ
た
。

基
調
講
演
で
奈
須
正
裕
教

授
（
上
智
大
学
）
は
「
新
学

習
指
導
要
領
に
は
非
認
知
的

能
力
の
重
要
性
が
盛
り
込
ま

れ
た
」
と
語
っ
た
。

文
部
科
学
省
・
情
報
教
育

課
の
梅
村
研
課
長
は
「
情
報

活
用
能
力
は
学
習
の
基
盤
と

な
る
資
質
・
能
力
と
し
て
教

科
横
断
的
に
育
む
も
の
。
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
学
習
の
充

実
は
新
学
習
指
導
要
領
に
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
整
備
に
つ
い
て
は
地
方

交
付
税
措
置
を
年
額
1
8
0

5
億
円
確
保
し
た
と
こ
ろ
。

『
平
成
30
年
度
以
降
の
学
校

に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備

の
方
針
に
つ
い
て
』
も
通
知

し
た
。
各
自
治
体
の
予
算
化

が
重
要
」
と
語
っ
た
。
主
催

は
一
社
・
日
本
教
育
情
報
化

振
興
会
。
【
2
面
に
続
く
】

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｔ
＆
Ｃ
Ｅ
Ｃ

テーマ
に開催

第3期教育振興基本計画の推進に向けて「新学
習指導要領の着実な実施等」「学校のＩＣＴ環
境整備の促進」などが求められている。新学習
指導要領実現に向けたＩＣＴ活用やプログラミ
ング教育、特別支援教育での活用、著作権教育、
小学校英語の教科化、情報モラル教育、働き方
改革の実現、さらには学習データ・校務データ
連携による授業及び学校経営改善など様々な取
組の成果がまとめられている

▼基調講演で奈須正裕教授（上智大学）は「忍
耐力や社交性、自尊心、意欲・関心などの『非
認知能力』は、人生における成功を左右する。
これらを『学力』とした点が新学習指導要領の
特徴」と述べた

▼総務省事業による2年間の成果として様々な
教科での授業事例や特別支援教育での事例を報
告 ▼柏市教育委員会は1年間の成果として、
Scratch コンテスト、ロボットコンテストを開
催した

▼兵庫県立明石城西高等学校では全教員でＩＣ
Ｔを活用しており「できない教員は0％」であ
る ▼東海大学付属仰星高等学校中等部では、
平成27年度に「Stage4」を達成済で、主体的な
活動に結びついている

文
部
科
学
省
「
次
世
代
学

校
支
援
モ
デ
ル
構
築
事
業
」

及
び
総
務
省
「
ス
マ
ー
ト
ス

ク
ー
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
実
証
事
業
」
合
同
委
員
会

兼
成
果
報
告
会
が
3
月
7

日
、東
京
都
内
で
開
催
さ
れ
、

実
証
5
地
域
は
、
デ
ー
タ
活

用
モ
デ
ル
や
ス
マ
ー
ト
ス
ク

ー
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

の
標
準
化
に
お
け
る
進
捗
状

況
を
報
告
し
た
。

本
事
業
1
年
目
の
成
果
と

し
て
、
文
部
科
学
省
は
、
学

習
系
・
校
務
系
デ
ー
タ
を
連

携
し
た
デ
ー
タ
活
用
モ
デ
ル

パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
ま
と
め

る
。総

務
省
は
、
シ
ス
テ
ム
間

の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
や
相

互
連
携
な
ど
を
整
理
し
て
標

準
化
仕
様
の
骨
子
を
「
技
術

仕
様
」
「
技
術
仕
様
解
説
」

「
維
持
管
理
」
の
3
部
構
成

で
作
成
し
、
次
年
度
は
こ
れ

を
も
と
に
詳
細
を
検
討
。「
次

世
代
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
を
「
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
」
「
シ
ス
テ
ム
調
達
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
2
部
構
成

で
作
成
す
る
。

両
事
業
委
員
長
の
清
水
康

敬
教
授
（
東
京
工
業
大
学
）

は
「
本
事
業
で
は
、
校
務
デ

ー
タ
と
連
携
す
る
こ
と
で
、

よ
り
良
い
活
用
が
で
き
る
モ

デ
ル
を
目
指
し
て
い
る
。
定

期
テ
ス
ト
の
デ
ー
タ
活
用
止

ま
り
で
な
く
、
例
え
ば
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
の
意
識
調
査
を

出
欠
情
報
と
連
携
し
て
分
析

す
る
な
ど
校
務
系
の
情
報
と

の
連
携
・
分
析
が
望
ま
れ
る
」

と
語
る
。
骨
子
案
に
つ
い
て

は
「
教
員
の
負
担
感
が
大
き

く
な
ら
な
い
形
に
す
る
こ

と
、
そ
の
必
然
性
や
方
法
に

つ
い
て
、
学
校
教
員
に
分
か

り
や
す
く
説
明
で
き
る
よ
う

に
落
と
し
込
む
」と
述
べ
た
。

【
5
面
に
続
く
】

発起人は東京都杉並区教育長・井出隆
安氏、長野県飯田市教育長・代田昭久
氏、埼玉県戸田市教育長・戸ヶ﨑勤氏、
広島県福山市教育長・三好雅章氏、千
代田区立麹町中学校校長・工藤勇一氏、
横浜市立横浜サイエンスフロンティア
高校校長・栗原峰夫氏、足立区立皿沼
小学校校長・土肥和久氏

「
教
育
・
学
び
の
未
来
を

創
造
す
る
教
育
長
・
校
長
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
第
1

回
総
会
が
3
月
18
日
、
東
京

都
内
で
行
わ
れ
、
教
育
関
係

者
ら
が
参
集

し
、
発
起
人
の

教
育
長
・
校
長
、
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
よ
る
分
科
会
が
行
わ

れ
た
。

本
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は

新
学
習
指
導
要
領
が
実
施
さ

れ
る
2
0
2
0
年
、
さ
ら
に

そ
の
先
に
待
つ
社
会
を
見
据

え
、
子
供
た
ち
が
未
来
を
生

き
抜
く
力
を
身
に
つ
け
る
た

め
産
学
官
の
力
を
結
集
さ

せ
、
よ
り
良
い
教
育
の
実
現

に
向
け
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

者
が
集
い
、
試
行
的
な
取
組

を
実
践
で
き
る
場
を
提
供
す

る
た
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｅ
Ｔ

Ｉ
Ｃ
．
と
文
部
科
学
省
若
手

職
員
有
志
が
設
立
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、
熊
本

大
学
教
育
学
部
准
教
授
の
苫

野
一
徳
氏
、
千
葉
大
学
教
育

学
部
教
授
の
藤

川
大
祐
氏
、
福

井
大
学
教
育
学
部
教
授
の
松

木
健
一
氏
。
今
後
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
組
成
や
合
宿
、
総

会
な
ど
の
活
動
を
す
る
。

【
6
面
に
続
く
】

3
月
8
日
、総
務
省
は「
若

年
層
に
対
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
育
の
普
及
推
進
」
事

業
成
果
報
告
会
を
開
催
し

た
。平

成
28
年
度
補
正
事
業

（
通
常
学
級
対
象
）
、
平
成

29
年
度
事
業
（
特
別
支
援
学

級
・
学
校
対
象
）
に
お
け
る

成
果
報
告
会
で
、
特
別
支
援

教
育
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
育
や
教
科
を
中
心
に

し
た
22
事
例
が
ポ
ス
タ
ー
セ

ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
報
告
さ
れ

た
。総

務
省
情
報
活
用
支
援
室

の
田
村
卓
也
室
長
は
、
2
年

間
の
本
事
業
に
つ
い
て
説
明

し
、好
事
例
に
つ
い
て
紹
介
。

文
部
科
学
省
・
生
涯
学
習
政

策
局
情
報
教
育
課
の
安
彦
広

斉
氏
は
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
は
ア
ク
セ
ル
。
情
報
モ

ラ
ル
教
育
は
ブ
レ
ー
キ
。
情

報
活
用
能
力
は
運
転
技
術
で

あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
バ
ラ
ン
ス

よ
く
学
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。

本
事
業
で
は
36
都
道
府
県

1
0
5
校
で
40
の
モ
デ
ル
を

実
証
し
、
受
講
児
童
・
生
徒

数
は
2
8
6
0
人
、
育
成
メ

ン
タ
ー
は
8
6
8
人
。

【
4
面
に
続
く
】

日
本
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育
学
会

は
3
月
6
日
、
東
京
都
内
で

研
究
会
「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育
の

実
践
と
展
望
」を
開
催
し
た
。

同
会
会
長
の
新
井
健
一
氏
、

筑
波
大
学
名
誉
教
授
の
長
洲

南
海
男
氏
に
よ
る
基
調
講

演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ

れ
た
。

新
井
氏
は
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育

の
現
状
と
同
学
会
の
活
動
に

つ
い
て
講
演
。
同
会
は
、
Ｓ

Ｔ
Ｅ
Ｍ
を
幹
と
し
て
、
ア
ー

ト
、
デ
ザ
イ
ン
、
ロ
ボ
テ
ィ

ク
ス
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
サ

イ
エ
ン
ス
な
ど
が
関
わ
り
合

っ
て
い
る
現
在
の
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ

Ｍ
教
育
の
実
践
事
例
・
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
・
評
価
や
、
人
工

知
能
等
が
関
わ
っ
て
き
た
際

の
将
来
の
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育
が

研
究
対
象
で
あ
る
。
論
文
誌

の
発
行
や
研
究
会
の
実
施
、

提
言
活
動
等
を
通
し
、
「
課

題
に
対
し
て
科
学
技
術
を
根

幹
に
、
必
要
な
知
識
や
ス
キ

ル
を
統
合
し
、
論
旨
明
確
に

解
決
策
を
生
み
出
し
て
い

く
」
と
語
っ
た
。

現
在
、
学
会
誌
を
6
月
に

発
行
予
定
で
準
備
中
だ
。
研

究
会
も
活
動
し
て
お
り
、
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
／
コ
ン

ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
教
育
の
研

究
会
は
、
こ
れ
ま
で
に
3
回

実
施
。
事
例
報
告
や
模
擬
授

業
が
行
わ
れ
た
。
学
び
の
オ

ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研

究
会
で
は
、
教
育
の
関
係
者

が
参
加
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
通
し
て
教
育
の
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
場
を

作
る
研
究
を
進
め
て
い
る
。

◇
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育

米
国
は
予
算
の
５
％

長
洲
氏
は
米
国
の
Ｓ
Ｔ
Ｅ

Ｍ
教
育
の
現
状
に
つ
い
て
報

告
。オ

バ
マ
政
権
は
教
育
の
最

優
先
課
題
に
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育

を
挙
げ
、
2
0
1
4
年
に
Ｓ

Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育
法
を
成
立
。
教

員
の
支
援
や
指
導
法
の
研
究

等
に
予
算
が
付
い
た
。
様
々

な
財
団
か
ら
の
寄
付
と
合
わ

せ
、
2
0
1
6
年
度
の
Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｍ
教
育
関
連
予
算
は
約
2

兆
2
2
9
0
億
円
で
連
邦
予

算
の
5
％
。主
な
内
容
は「
研

究
調
査
を
も
と
に
、
小
学
校

入
学
前
の
幼
児
が
習
得
し
て

い
る
知
識
・
見
方
か
ら
、
発

達
段
階
に
応
じ
て
12
学
年
分

を
構
成
し
て
い
る
」
と
紹
介

し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
Ｓ
Ｔ
Ｅ

Ｍ
教
育
の
実
践
と
展
望
」
も

行
わ
れ
、
副
会
長
の
中
川
一

史
教
授
（
放
送
大
学
）
が
司

会
を
務
め
た
。

【
3
面
に
続
く
】

新
学
習
指
導
要
領
の
施
行

に
伴
い
、
平
成
32
年
度
か
ら

小
学
校
5
・
6
年
生
で
英
語

が
教
科
と
な
り
、
3
・
4
年

生
で
も
外
国
語
活
動
が
ス
タ

ー
ト
す
る
。
小
学
校
英
語
の

普
及
・
発
展
に
向
け
て
、
英

語
教
育
指
導
者
の
資
格
認
定

を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
学
校

英
語
指
導
者
認
定
協
議
会

（
Ｊ
―
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
）
は
、

平
成
29
年
8
月
か
ら
全
国
で

「
小
学
校
英
語
教
科
化
記
念

全
国
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開

催
。
そ
の
ま
と
め
と
な
る
報

告
会
を
3
月
16
日
、
都
内
で

開
催
し
た
。
当
日
は
、
独
自

調
査
「
小
学
校
英
語
の
教
科

化
で
課
題
や
不
安
を
感
じ
る

こ
と
」の
結
果
を
報
告
し
た
。

パ
ネ
ル
討
議
で
は
、
Ｊ
―

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
会
長
・
吉
田
研

作
氏
（
上
智
大
学
言
語
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー
長
）
、
文
部

科
学
省
大
臣
官
房

文
部
科

学
戦
略
官
・
伯
井
美
徳
次
長
、

文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育

局
国
際
教
育
課
・
小
幡
泰
弘

課
長
、
金
沢
市
教
育
委
員
会

小
学
校
英
語
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
・
金
智
子
氏
を
パ
ネ

ラ
ー
に
、
教
育
委
員
会
調
査

や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
し
て

見
え
て
き
た
小
学
校
英
語
の

課
題
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ

た
。
モ
デ
レ
ー
タ
ー
は
Ｊ
―

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
・
吉
田
博
彦
専

務
理
事
と
同
・
鈴
木
菜
津
美

事
務
局
長
。【

6
面
に
続
く
】

今
後
、「
デ
ジ
タ
ル

教
科
書
」
の
円
滑
な

導
入
を
図
る
た
め
、

文
部
科
学
省
は
「
デ

ジ
タ
ル
教
科
書
の
効

果
的
な
活
用
の
在
り

方
等
に
係
る
調
査
研

究
事
業
」
を
行
う
。

「
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
」

の
導
入
に
当
た
っ
て
留
意
す

べ
き
事
項
や
効
果
的
な
活
用

の
在
り
方
等
に
つ
い
て
検
討

を
行
い
、
教
育
委
員
会
や
学

校
等
が
参
考
と
な
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
等
の
策
を
策
定
す

る
。本

調
査
事
業
で
は
、
教
科

書
発
行
者
が
補
助
教
材
と
し

て
販
売
し
て
い
る
学
習
者
用

「
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
」
を
既

に
導
入
し
た
こ
と
が
あ
る
ま

た
は
導
入
を
断
念
し
た
教
育

委
員
会
や
学
校
、
学
習
者
用

「
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
」を
制
作

・
販
売
す
る
教
科
書
発
行
者

等
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
実
地

調
査
・
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
実

施
。
今
後
、
学
習
者
用
デ
ジ

タ
ル
教
科
書
を
導
入
す
る
に

あ
た
り
、
各
教
育
委
員
会
や

各
学
校
の
直
面
す
る
課
題
、

教
科
・
単
元
等
の
学
習
内
容

の
特
性
に
応
じ
た
効
果
的
な

活
用
の
在
り
方
、
留
意
す
べ

き
事
項
等
に
つ
い
て
調
査
・

分
析
。
学
習
者
用
「
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
」
の
効
果
的
な
活

用
の
在
り
方
、
留
意
す
べ
き

事
項
等
に
つ
い
て
の
実
践
的

な
手
引（
案
）を
作
成
す
る
。

手
引
（
案
）
は
平
成
31
年

度
末
ま
で
に
公
表
予
定
。

家庭教育

教育旅行

学校給食・食育特集

学校経営

健康教育

教育改革

食 育

次世代に必要な力を
育むための学びとは
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教
育
・
学
び
の
未
来
を
創
造
す
る
教
育
長
・
校
長
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

小学校英語教科化
記念シンポを開催
小学校英語教科化
記念シンポを開催

第
３
期
教
育
振
興
基
本
計
画
を
答
申

Ｊ―ＳＨＩＮＥ

文
科
省
若
手
職
員
有
志
も

学習者用デジタル教科書学習者用デジタル教科書

手
引
案
作
成

次世代学校支援モデル構築事業次世代学校支援モデル構築事業

スマートスクールプラット
フォーム実証事業スマートスクールププララッットト
フフォォーームム実証事業

データ連携活用モデルをまとめ

教
育
の
情
報
化
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

教
育
の
情
報
化
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

新
学
習
指
導
要
領
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ

新
学
習
指
導
要
領
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
成
果
を
報
告

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
成
果
を
報
告

特
別
支
援
や
各
教
科
で

日
本
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育
学
会
研
究
会

日
本
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育
学
会
研
究
会

研
究
会
な
ど
活
動
開
始

近畿大学
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